


発熱素材

プラヒートとヒートバンクを組み合わせ電気を上手に使用して、光熱費を抑える。

そんな蓄熱式床暖房のある生活をスタートされてはいかがでしょうか。

設計資料

①電気設計に際しては、電気設備技術基準および内線規程によるほか、当社の設計指針に基づいて

　行ってください。

②プラヒート・ヒートバンクに使用できる電圧は電気設備技術基準により対地電圧が１５０Ｖ以下に限られ、

　主として電灯用の電源を利用します。

●おもな電源系統は

　◆単相　１００Ｖ

　◆単相　２００Ｖ

　◆三相　２００Ｖ(△-Ｙ中性点接地 )

( 注 ) 対地電圧１５０Ｖ以下のこと

　　  使用変圧器の構造は２次側結線がＹ( スター結線 )

　　  のものを選定してください。

●キュービクル結線図 ( 参考 )

①漏電遮断器

[ 開閉器容量 ]

突入安全率を考慮して、開閉容量は系統負荷電流の１２０％以上のものを使用します。

[ 漏電検出感度 ]

プラヒートは充電電流を発生させます。

漏電遮断機はこの電流で作動しないように選ぶ必要があります。

下表に発熱ヒーター１ｍ当たりの充電電流による静電容量を示します。

検出感度フレーム２５０ｍＡ以下で系統を振り分けるようにしてください。

[ プラヒートの充電電流 ( 目安 )]

規格

電圧 (V)

単相 100V/200V

三相 200V(△-Y 中性点接地 )

#200

0.2

0.3

#300

0.3

0.4

[ 単位 mA/m]

②過電流遮断器・電磁接触器

[ 開閉容量 ]

突入安全率を考慮して、開閉容量は系統負荷電流の１２０％以上のものを使用します。



プラヒートシステム プラヒートシステム



ヒートバンクシステム

ヒートバンクシステムは面状発熱体「プラヒート」と蓄熱材「ヒートバンク」を建物構造物であるコンクリート床等に埋め込んで施工し蓄熱するという

コストパフォーマンスにすぐれた蓄熱式床暖房システムです。「ヒートバンク」に蓄えられてた熱は、床全面から放熱され、輻射熱となって部屋の温度を快適にコントロール。

さらに壁や天井からも再輻射されるので室内の温度差は少なく、安定した温熱環境をつくり出します。

ポリエチレン

施工写真

ヒートバンクシステム

スラブスラブ

断熱材断熱材

プラヒートプラヒート

ヒートバンクヒートバンク

ワイヤメッシュワイヤメッシュ

シンダー
コンクリート
シンダー
コンクリート

仕上げ材仕上げ材

大引大引

合板合板

断熱材断熱材

緩衝材緩衝材

アルミ箔アルミ箔

プラヒートプラヒート

ヒートバンク
２０２０
ヒートバンク
２０２０

アルミ箔アルミ箔

フローリングフローリング

フローリング

アルミ箔

ヒートバンク

プラヒート

アルミ箔

緩衝材

断熱材

合板

大引

サーモカメラ写真

サーモカメラ撮影範囲

ヒートバンクシステムは
小さなエネルギーで
安定した温熱環境を
作り出します。



春くーるエコ

電熱ヒーターで直接床を暖める「ヒーター式」と床下にパイプを配管してお湯を通す「温水式」床暖房とを比べてみると、

ピークシフト床暖房『春くーるエコ』の初期費用は他の床暖房と比べて割高です。しかし、夜間電力を使うことで電気代

が低く抑えられることと、温水式で必要なボイラー交換やポンプの整備といったメンテナンスが不要であることから、ラ

ンニングコストが割安になります。このため、ライフサイクルコストで見ると、10年程度で『春くーるエコ』がもっとも「安

く」なり、長く使うほど ,その差は広がります。

春くーるエコ

※カッコ内の数字は 15ｍｍ厚の時の数値となります。

3.29

684

1944

2.47

501

1458

1.65

318

972

1.24

225

753

0.82

132

486

2.19

456

1296

1.64

334

972

1.10

212

648

0.82

150

502

0.55

88

324

905×3634
×12

905×2725
×12

905×1816
×12

905×1361
×12

905×907
×12

602×3634
×12

602×2725
×12

602×1816
×12

602×1361
×12

602×907
×12

905×3634
×15

905×2725
×15

905×1816
×15

905×1361
×15

905×907
×15

602×3634
×15

602×2725
×15

602×1816
×15

602×1361
×15

602×907
×15



構造用合板





ＯＡフロア対応床暖房

ＯＡフロア対応床暖房 超高強度軽量コンクリート製
配線取り出しが自由にできる快適オフィス空間

OAフロア対応床暖房のお薦めポイント
超高強度軽量コンクリート製の低床OAフロアで、ガタツキやキシミ音とは無縁です。

床暖房の輻射熱とコンクリートの蓄熱効果で快適空間を造ります。

各種ケーブルは床下に収まり、オフィスの見た目もスッキリ、そのうえ機器の設置も自由自在です。

標準施工断面図

施工写真

1. 墨出し 2. 接着剤塗布 3. 床暖房敷設 4. ビス止め

5. 結線 6. 床暖房設置完了 7. 床暖房周辺合板敷設 8. ベースマット敷設

9. 配線路カバー敷設 10.フィードインマット・フィードインカバー敷設 11. ボーダーカバー設置 12. ネットワークフロア敷設完了

コントローラーの仕様・制御盤



ユーロード ユーロード



※室内の大きさにより必要台数を設定します。

　台数の算出方法については弊社まで問い合せください。

施工手順

本体吊り込み・固定

本体端子台接続

セラミックス輻射板取付

吸気グリル取付 保護網取付





ヒートポンプ式温水熱源機

2010 年製
AEYH-4035SVF AEYH-0641BF

0.4%UP

2010 年製
AEYH-4035SVF AEYH-0541BF

11.4%UP

圧縮機や空気熱交換器・水熱交換器の高効率化などにより

床暖房運転時のエネルギー消費効率がアップ

運転音は４７dB( 定格温水暖房能力

運転時)。静かな事務所ぐらいなので、

ご近所に気兼ねなく使用できます。

凍結予防ヒーター及び補助

ヒーターユニットとの接続

により、外気温がマイナス２５℃

までの寒冷地でも床暖房が可能

となりました。

参考断面図

ダミー合板　t12 又は 15
( 建築工事 ) 温水パネル　t12 又は 15　( 床暖房工事 )

下地合板　t12　( 建築工事 )

仕上材　( 建築工事 )

セルフレベリング　t10　( 建築工事 )

スラブ　( 建築工事 )

断熱材　( 建築工事 )
※地下ピットの場合必須

ダミー合板　t12 又は 15
( 建築工事 ) 温水パネル　t12 又は 15　( 床暖房工事 )

下地合板　t12　( 建築工事 )

仕上材　( 建築工事 )

構造用合板　( 建築工事 )

パーティクルボード　( 建築工事 )

断熱材　( 建築工事 )

設置例（ホットフロアパネルを使用し床暖 3系統の場合）

増設リモコン 増設リモコン

メインリモコン

温水暖房専用
熱源機

施工写真

湿式工法

乾式工法
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